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光渦はらせん状の位相波面を有する光波であり，近軸波動方程式の円筒座標系における固有関

数で表されるラゲールガウスビームなどがよく知られる．光渦は軌道角運動量を有することから，

特に 90 年代以降に光の新しい制御特性として着目されるようになった[1]．この位相波面の制御

は電子線にも適応され，同じく位相特異点と軌道角運動量を有する電子渦の生成が可能である[2]．

電子渦の実用的な利用のためには生成効率の向上が課題であり，本研究ではフォトリソグラフィ

による回折効率の高い位相ホログラムの開発を行うことで，その解決を目指している． 

今回この位相ホログラムを作製するために点欠陥ミラーを用いたレーザー共振器を設計し，紫

外域の光渦を発生する He-Cdレーザーを開発した．これは過去に我々の研究室が確立した光渦生

成の手法であり[3,4]，共振器の固有モードを利用することで品質の高い（純粋な固有モードに近

い）光渦を生成することができる．高反射率共振器ミラーの中央に直径約 100μm の穴を空けて

光軸中心に配置することで，その点に強度暗点＝位相特異点を形成することができる．Fig. 1にこ

の He-Cdレーザーで発生した光渦の強度プロファイルを示す． Fig. 2には一次元断面の強度分布

と p = 0，l = 1のラゲールガウスビームに対応する固有関数によるフィッティングの結果を示す． 

講演では本研究の概要とともに，点欠陥ミラーを用いて生成した光渦と波面転写に用いるフォ

ーク状干渉パターンの品質評価について報告する．  
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Fig. 1. Intensity profile of generated optical vortex 
from the UV laser with spot-defect mirror. 

Fig. 2. 1-dimensional distribution of the intensity 
and a fitting function with radial part of LG01. 
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